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＜目的＞ 

これまでに我々は、フケ症状の日本人に対してリンゴ酸がふけ改善効果を有すること

を見いだしている。そこで今回、コーカシアンに対しても同様の効果が認められるかにつ

いて確認を行った。 

 

＜方法＞ 

試験は、米国ニュージャージー州にあるコントラクトラボ（TKL Research, Inc.）に依託し

て実施した。先ず皮膚科医師の目視観察によりフケ症状が認められる被験者（洗髪頻度

が週５回以上の白人の２０－４０代の男女）に、1 ヶ月間プラセボシャンプーを使用させコ

ントロール期間とした後、試験対象となるシャンプーを 1 ヶ月以上使用させ、試験対象シ

ャンプー使用前後でのフケ症状の改善度を、皮膚科医師がダブルブラインド法による前

後の頭皮写真比較にて判定した。 

 

＜結果と考察＞ 

日本人と同様にリンゴ酸を配合し pH3.7 としたシャンプーに高い抗フケ効果が認めら

れた。このシャンプーはプラセボシャンプーに比べ、有意にフケを改善し、その効果はポ

ジティブコントロールであるジンクピリチオン配合シャンプーと同様であった。更に、本人

の意識においても改善を認知していることも同時に確認できた。 


